
 

 

 

                                                   

 

 「子どもたちと歩む日々の中で」 

 

 

秋田県保育協議会 

副会長 伊藤 育子 

 

令和 7 年 4 月、秋田県保育協議会の副会長という大役を仰せつかり、はや 4 ヶ月が経ちました。

思いもよらぬ重責に、今なお身の引き締まる思いで日々を過ごしております。これまで保育の現場

に長く携わってきた身として、子どもたちの育ちに寄り添うことの尊さとその営みを支える仲間た

ちの存在にあらためて深い感謝の念を抱いております。 

 子どもたちと日々向き合う中で、ふと自らの幼い頃の記憶が蘇ることがあります。給食の時間に

なるといつも泣き出してしまう友達がいました。その友達の隣で「〇〇ちゃん、泣かないで。泣きな

がら食べると美味しくないよ。一緒に食べよう。」と先生と一緒に声をかけていたのが幼い頃の私で

した。今思えばその体験が「人に寄り添うこと」の意味を教えてくれたのだと思います。保育という

仕事に携わる中で子どもたち一人一人の小さな不安に気づき、そっとそばにいることの大切さをあ

の時の自分にあらためて教えられているような気がします。 

 遊びの中でのやり取り、友達との関係、保育者との信頼関係その一つ一つの積み重ねが子どもた

ちの心を育てていきます。そして時代がどれだけ変わっても子どもの思いに寄り添うという保育の

本質は決して変わりません。 

 その一方で、現在の保育現場は多くの課題にも直面しています。猛暑による熱中症のリスク、鳥

獣による被害、突発的な地震や豪雨などの自然災害、さらには様々な感染症への対応が必要となっ

ています。こうした脅威から子どもたちを守るために、保育者にはこれまで以上に高度な判断と備

えが求められています。 

 私たちは目の前にいる子どもを丁寧に見守り、命と安心のために日々危険の芽を逃さず的確に対

応する力を培っていかなければなりません。そして、子どもたち自身が「自分の命を守る力」を育ん

でいけるよう、日頃から保育の中に自然とその力を根付かせていく必要があります。 

 少子化の進行により地域社会全体が大きな転換期を迎えています。しかしどんな時代であっても

私たち保育者が子どもたちと保護者のために力を尽くす姿勢に変わりはありません。 
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「すべての子どもの最善の利益」の理念を胸に「こどもまんなか社会」の実現に向け一歩一歩前進

していく時なのだと実感しています。現場の声を大切にしながら、地域・行政・家庭と手を取り合

い、子どもたちの笑顔があふれる社会を築いていけるよう私自身も微力ながら尽力してまいります。 

 

                                               

第 53 回 秋田県保育研究大会（南秋田） 参加者からの感想 

 

 

 

 

 

 

 

                                            

「研究大会発表を終えて」 

 

 

三種たつのこ保育園 

保 育 士 長 西村 優子 

                       副主任保育士 長内 幸子 

 

保育研究大会が終わり、ほっと肩の荷を下ろしたのも束の間、次の研究に向けての日々が早くも

始まっています。 

研究大会の当番園に決まり、さらに２園の統合も控えていたため、果たしてうまく研究を進めて

いけるのだろうかと不安でいっぱいでした。しかし、何度も話し合いの場を設ける中で、子どもの

姿に寄り添いながら保育の原点を見つめ直すことができました。  

その結果、園同士が同じ方向性と目的を共有しながら研究を進めていくことができたと感じてい

ます。「わくわくみ～つけた！～子どもの心が動く環境の構成とは～」をテーマに、豊かな心を育む

ためにはどのような援助や環境の構成が必要なのか、日々の保育実践を通して研究を進め、その成

果を発表させていただきました。 

 本番の会場では一緒に発表する他園の先生方とも親しくなり、グループ討議では活発なディスカ

ッションが行われ、多くの質問もいただくなど、大変実りある大会となりました。 

 代表として参加させていただきましたが、その背景には日々支えてくれた職員一人一人の努力が

あり、皆で大会を迎えられたことに感謝の気持ちでいっぱいです。 

 今回の経験を活かし、「こどもまんなか」の視点を大切にしながら子ども達が安心して遊び、心が

動くような環境づくりを探求しわくわくする保育園を目指していきたいと思います。 



「保育研究発表を終えて」 

 

ナーサリー小鳥の木 

副主任保育士 佐藤 華奈 

 

 「園作り」を研究テーマに設定し、「円滑なコミュニケーション」と「保育力の向上」に重点を置

き取り組んだ２年間。 

職員一人一人の考え方の違いに戸惑うことも多くありましたが、何度も話し合い、傾聴、改善を

重ねていく中で少しずつ変化が現れました。研究を終えた今では以前よりも職員同士の会話や笑顔

が増え、物事を肯定的に捉える姿勢が見られるようになり保育の質の向上につながったと実感して

います。 

研究に取り組む上で大変なことはありましたが、園がひとつになって課題と向き合い、その取り

組みをまとめる機会を得ることができました。また、たくさんの保育関係者の前で発表し自園の取

り組みを知ってもらえたことは貴重な体験となりました。助言者の先生方をはじめ、他園の先生方

からもあたたかい言葉をいただいたことで達成感を得ることができ、このような機会を与えていた

だけたことに感謝の気持ちでいっぱいです。 

今後も一人一人思いの違いを認め合い心ひとつに手を取り合い、子どもたちがワクワクと心を弾

ませてみんなが笑顔で過ごせる保育園になるよう、今後も「園作り」と向き合っていきたいと思い

ます。 

                                                  

 

「保育研究大会を終えて」 

 

                                   

 

岩 谷 保 育 園 

副主任保育士 加藤 美加 

 

今回の研究発表にあたり、今の子どもたちにはどんなことが必要なのか、職員それぞれが意見を

出し合いながら考える機会を作りました。 

人とのつながりをもう一度探る意味で地域交流についてクローズアップし「豊かな心の芽を育も

う」をテーマとして研究を進めていくこととしました。コロナ禍を経て再開された活動も、子ども

たちのために何ができるのかをよく考えながら、一人一人の意見をしっかりと出し合って研究に活

かしてきました。 

発表原稿をパワーポイントで作成する際には写真を選ぶところから始まり、発表の練習会では同

じ法人の先生方にアドバイスをいただきながら、話すペース、パワーポイントのタイミングを見て



もらい本番に備えました。当日も発表する際は緊張していましたが、皆さんの応援のおかげで無事

に発表を終えることができました。貴重な体験を通して、より一層、一人一人の子どもたちの為に

丁寧に寄り添い保育していきたいと感じました。参加させていただきありがとうございました。 

 

                                                

                                                

「研究発表を終えて」 

  

 

なかせんワイワイらんど 

保育教諭 藤原 義規 

 

研究大会の発表にあたり、令和５年度から６年度にかけて同じ主題を設定し人間関係を捉えなが

ら子どもの育ちを追う研修を進めてきました。令和７年度から同地域の保育園と統合することも決

まっていたため、今の子どもたちの姿から様々な人と関わることを喜んだり楽しんだりする為には

どんな環境の構成や保育者の手立てがあればよいかを考えた結果、子どもたちにどのような姿が見

られ、育まれていくのかという視点で実践事例を検証してきました。そして、子どもたちの変容を

２、３か月で振り返り、手立ての検証、見直し、環境の再構成をしていくことで PDCA サイクルの

循環を感じることができました。 

実践発表をするという経験が初めてだったので、取り組み方や資料のまとめ方などに四苦八苦し

悩むことも多かったです。しかし職員間で何度も話し合い、様々な角度から意見を出し合いながら

取り組むことができました。今回学んだ経験を今後も活かし、ワイワイと楽しい声が響く保育をし

ていきたいと思います。 

                                                     

「発表を終えて」 

 

 

吉 田 保 育 所  

主任保育士 大信田 知美 

 

自園の研究発表の年度を知った当初、まさか自分が発表者になるとは思ってもいませんでした。その

後、園内研修リーダーとして研修を進めていく中で、職員間でも子どもたちの遊ぶ姿について様々な声

が聞かれるようになりました。幼児期の経験や学びは子どもたちの成長に大きく繋がっていきます。そ

のことを念頭におき、想像力や発想力の豊かな子どもを目指して研究を進めました。何度もつまずき悩

み、そこから少しずつ発表へ向けての資料作成にも取り組んでいきました。その中で、職員同士のつなが

りや意見などを出し合える関係性の大切さを改めて感じました。さらに、園外の先生方からのアドバイ



スもとても有り難かったです。 

発表時の緊張感は今までにないものでしたが、貴重な経験をさせてもらえたと思っています。講評の際

には、自分たちだけでは気づくことのできなかった研究内容の良かった部分を教えていただき、頑張っ

てきて良かったと嬉しく思った瞬間でした。また課題に向けて、これから先も子どもを真ん中にした保

育を続けていきたいと強く感じました。 

                                                  

 

「研究大会発表を終えて」 

 

 

 

皆 瀬 保 育 園 

保育士 三浦 夏樹 

 

「豊かな経験から多くを学ぶ ～異年齢保育における環境と援助～」をテーマに研究を進めてきま

した。どのように協議を進めていけばよいか最初は戸惑うこともありましたが、主任指導主事であ

る佐藤伸剛先生のご助言と園の先生方の協力をいただきながら進めることができました。３・４・

５歳児での異年齢保育は初の試みで活動の様子を全職員で定期的に参観をし、試行錯誤をしながら

進めていきました。研究当初は「子どもたちが異年齢に慣れるにはどうしたらよいか」という考え

で進めていましたが、研究を進めていく中で異年齢保育の中でも年齢ごとの生活、遊びができるよ

うに保障する必要があることに気づかされました。年齢ごとのねらいを立案し、子ども一人一人が

無理なく遊びや活動に取り組めるようにすることで子どもたちは安心して異年齢と交流し、様々な

活動にも意欲的に取り組めるようになりました。 

発表に向けての準備などは大変な部分もありましたが、自分自身の保育を見直す良い機会になり、

また他園の発表を聞くことで良い学びの機会となりました。貴重な経験をさせていただきありがと

うございました。 

                                     

秋田県保育研究大会 選考結果 

 

先日、施設会員園にメールでの報告はありましたが、改めまして今回行われました「秋田県保育

研究大会」のから、次の北海道・東北ブロック保育研究大会に進まれる園は以下の 3 園です。 

 

第 1 分科会-①「新たな時代の保育実践～すべての子どもにむけて～」  

〇能代市   轟保育園 

 

第 3 分科会  「保育者の資質向上を図り、保育現場の魅力を発信する」  

〇大仙市   大曲南保育園 



第 6 分科会  「家庭や地域との連携による食育の推進」 

〇にかほ市  勢至保育園  

 

以上の３園が第「73 回 北海道・東北ブロック保育研究大会」に選出され、7 月 23・24 日に岩手

県盛岡市で発表されました。 

 

◆秋田県の代表としての研究発表 大変お疲れ様でした！！◆ 

                                    

常任委員会並びに各部会報告 

 

 

 

令和 7 年度 第 1 回 常任委員会報告  

【日  時】 令和 7 年 5 月 16 日(金) 15：00～17：00  

【場  所】 秋田キャッスルホテル 

【参 加 者】 会長・副会長・各部長・中央関連委員・事務局 

 

【協議事項】 

（1）役員の確認・顧問の委嘱について 

   資料を基に役員・常任委員・協議員の継続・変更等を確認する 

   顧問は 3 名（伊藤彦舟 先生・今野真保 先生・岸登 先生）に委嘱することと決定する 

 

（2）令和 7 年度各事業部計画について 

合同部会にて説明された各部会計画の他、協議を要する案件について意見交換する 

   

〇運営研究部、日本保育協会支部長より 

令和 7 年度 社会福祉法人日本保育協会 北海道・東北ブロック役員・会員及び女性部青年部合

同研修会、秋田大会および併催する園長セミナーの概要（開催要項案）を説明し確認を求めた 

  

 〇総務部より 

  共創プロジェクトの進捗について説明し確認を求めた 

 

 ●他部連携について協議 

  ・県保育協議会ホームページの在り方、運営方法 

  ・全国私立保育連盟 全国調査部長会議への輩出可否 

  ・保育研究大会助言者ルールの可能な限りの明文化検討 

  ・青年部存続に向けた手立て（年齢上限の是非） 



  ・常任委員 情報共有ツール 

 

（3）傷害治療見舞金の承認について 

役員確認の上、承認となる 

 

（4）その他 

 ・6 月 協議員会開催日案の決定 

                                     

総 務 部 

【今年度の計画】 

☆会則・規程の情報発信及び内容検討 

☆災害互助制度及び地域交流事業の活用の推進 

☆予算の執行状況の把握、各部会の活動に向けての支援 

☆総会開催の準備 

 

〇共創プロジェクト 

【今年度の計画】 

① 秋田県内郵便局・秋田県警・秋田県保育協議会 こどもの見守り三者連携協議会の実施 

② 秋田県保育協議会・秋田県内保育者養成校連携協議会の実施 

③ 上記実施に向けた協議の継続開催 

 

【実施した部会】  

総務部 第 1 回（合同部会） 

日時：5 月 16 日（金）13：30～15：00  

場所：秋田キャッスルホテル 

内容：部長、副部長選出 

         ・令和 7 年度事業推進について 

         ・総務部職務分掌の確認（前年度引継ぎ事項含む） 

         ・共創プロジェクトの説明 

 

〇共創プロジェクト  

第 1 回   日時：令和 7 年 5 月 29 日（木）14：00～15：00  

場所：ＷＥＢ開催 

内容：共創プロジェクト 事業協議 

・聖園学園短期大学様×聖霊女子短期大学様  連携事業（園内研修） 

期間：令和 7 年 3 月 25 日（火）～4 月 4 日（金）  



内容：研修施設と担当校とのオリエンテーション実施 

期間：令和 7 年 5 月 15 日（木）～5 月 19 日（月） 

内容：研修施設 年間計画の提出  

※以降、各施設で年内 2 回の講師招聘による園内研修の実施 

 

・聖園学園短期大学様×聖霊女子短期大学様  連携事業（園長シンポジウム・保育研究発表） 

 

・聖園学園短大 園長シンポジウムの開催  

日時：令和 7 年 6 月 27 日（金）13：30～15：00 

場所：校内マリアホール 

 

・聖園学園短大 保育研究発表の展開  

日時：令和 7 年 7 月 4 日（金）13：30～15：00  

場所：校内マリアホール 

 

・県保育協議会・日本郵便・秋田県警 こどもの見守り三者連携協議会 

日時：令和 7 年 6 月 20 日（金）14：00～16：00  

場所：秋田県社会福祉会館 8 階合同研修室 

内容：本協議会趣旨の共通理解、各自活動の説明および依頼事項の確認、三者協議 

          記者会見による本協議会意義の発信 

 

【今後の部会予定】  

第 2 回  

日時：8 月中           

場所：県保育協議会 会議室 

内容：令和 7 年度前期 各部事業進捗状況、予算執行状況の確認 

          第 2 回常任委員会への準備およびスケジュール  

地域交流助成、災害互助制度の状況確認 

 

〇共創プロジェクト 

聖園学園短期大学様×聖霊女子短期大学様  連携事業（園長シンポジウム・保育研究発表） 

聖霊女子短大での保育研究発表・園長シンポジウムの開催 

日時：令和 7 年 9 月 18 日（木） 

13：05～ 保育研究発表（轟保育園） 

会場：聖霊女子短期大学様内 

          14：00～ 園長シンポジウム（轟保育園 園長 九嶋 洋子 

さんない保育園 園長 畠山 尚宏） 



【部からのメッセージ】  

 長年、広報部（民保協では調査広報部）と青年部（引き続き部員）に所属してきましたが、総務部

は初めてお役目をいただいた部署となります。 

昨年度まで担っていただきました畠山先生のようには当然できませんが、部員一丸となってひと

つずつ勉強し成長していくことを目指します。 

県保育協議会が会員の皆様にとって大切な組織であるとより一層認識されることはもちろん、運

営に必要な役員側もやりがいを感じて担うことができ、組織方針が円満に遂行されるよう務めてま

いります。令和 7 年度も総務部へのご理解ご協力よろしくお願いいたします。 

横手市 明照保育園 

（総務部長 津村 侑弥） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害互助・地域交流活用状況 

（R7.7.14 更新） 

災害互助制度 

傷害治療見舞金・・・７件 

６級―２件 ７級―１件 ９級―４件 

自然災害見舞金・・・０件 

地域交流事業・・・３件 



研 修 部 

【今年度計画】 

☆第 34 次保育士等研修会（年３回継続研修） 

☆保育カウンセリングセミナー 

☆保育の質を高める研修会 

 

【実施した部会】 

 

合同部会   日時：5 月 16 日（金）13：30～15：00 

       場所：秋田キャッスルホテル 

       内容：正副部長選出、今年度の事業について 等 

 

〇第 1 回   日時： 5 月 29 日（木）  14：00～14：50          

       場所： 保育協議会 会議室・ＷＥＢ併用 

       内容：・年間計画と役割分担について 

・第 34 次保育士等研修会について 

          ・令和 8 年度 北海道･東北ブロック保育協議会  

保育指導者セミナーでの講演の講師について 

 

〇第 2 回   日時： 6 月 10 日（火）  16：00～17：30          

       場所： 保育協議会 会議室 

       内容：・保育のすてっぷワン研修会の反省 

・子どもにかかわる人にとって大事なこと研修会について 

          ・令和 8 年度 北海道･東北ブロック保育協議会  

保育指導者セミナーでの講演の講師について 

 

〇第 3 回   日時： 7 月 8 日（火）  16：00～17：00          

       場所： 保育協議会 会議室・ＷＥＢ併用 

内容：・子どもにかかわる人にとって大事なこと研修会の反省 

・保育の質を高める研修会について 

          ・木に親しみ、学ぶ、木育体験研修会について 

 

〇第 4 回   日時： 8 月 7 日（木） 14：00～15：00 

       場所： ＷＥＢ開催 

       内容：・保育の質を高める研修会について 

・木に親しみ、学ぶ、木育体験研修会について 等 



〇第 5 回   日時： 8 月 2 1 日（木） 16：15～17：00 

       場所： キャッスルホテル 

       内容：・保育の質を高める研修会の振り返りについて 

          ・保育カウンセリングセミナーについて 

・木に親しみ、学ぶ、木育体験研修会について 等 

 

【今後の部会予定】 

〇第 6 回   日時： 2 月中旬 

       場所： 保育協議会 会議室またはＷＥＢ開催 

       内容：・今年度の反省 

 

【部からのメッセージ】 

部員改選となり新メンバーが加わりました。 

保育現場の声に耳を傾け、ニーズに添った研修を実施できるよう努めてまいります。今後とも活

動へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

秋田市 ウェルビューいずみこども園 

（研修部長 飯田 裕美子） 

                                      

研究大会部 

【今年度計画】 

☆第 53 回秋田県保育研究大会 

 

【実施した部会】 

〇第１回  日時：5 月 16 日（金） 

 場所：秋田キャッスルホテル 

      内容：合同部会 

・部長選出・今後の部会の予定について 

 

〇第２回  日時：7 月 30 日（水） 13：30～15：00 

      場所：ＷＥＢ開催 

      内容：第 54 回秋田県保育研究大会について 

 

〇第 3 回  日時：8 月 28 日（木） 13：30～15：00 

      場所：ＷＥＢ開催 

      内容：研究大会当番地区の引き継ぎ 

 



【今後の部会予定】 

〇第 4 回  日時：1 月中旬予定 

      場所：保育協議会 会議室 

      内容：第 54 回 秋田県保育研究大会について 

 

【部からのメッセージ】 

第 53 回 秋田県保育研究大会に携わっていただいたすべての皆様、また、研究大会に参加してい

ただいた皆様本当にありがとうございました。そして各施設長様におかれましては職員の皆様を参

加させていただき感謝申し上げます。来年度、第 54 回大会も皆様にとって充実した時間になるよう

部員一同精いっぱい頑張ります。なお、令和 8 年度からカテゴリー（テーマ）が変わります。それ

に伴い分科会が 5 つとなりました。各園においてテーマを確認していただき発表する分科会をお知

らせください。 

今後とも研究大会部へのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

由利本荘市 本荘中央こども園 

（研究大会部長 齋藤 奈緒美） 

                                      

運営研究部 

【今年度計画】 

☆園長セミナー開催 

☆調査と研究に加え他部との連携 

  

【実施した部会】 

〇第 1 回   日時：4 月 14 日（月)  13：00～14：00          

       場所：ＷＥＢ開催 

       内容：園長セミナー講師について 

          懇親会内容について（アトラクション等） 

  

〇第 2 回   日時：5 月 12 日（月)  10：00～13：30          

       場所：あきたコドモの森（施設見学） 

       内容：園長セミナー講師選考について 

 

〇第 3 回   日時：5 月 16 日（金)  13：30～          

       場所：秋田キャッスルホテル 

       内容：合同部会 

         ・部長・副部長の選出について 

         ・令和 7 年度事業計画について 



〇第 4 回   日時：6 月 18 日（水)  13：00～15：00          

       場所：ＷＥＢ開催 

       内容：園長セミナーについて 

 

〇第 5 回   日時：８月２５日（月） 13：30～15：00 

       場所：ＷＥＢ開催 

       内容：園長セミナーについて 

 

【今後の部会予定】 

〇第 5 回   日時：9 月上旬 

       場所：保育協議会 会議室 

       内容：園長セミナー最終確認等  

 

【部からのメッセージ】 

日頃より運営研究部の活動に対しご理解とご協力を頂き心より感謝申し上げます。 

園長セミナーにつきましては、日保協北海道・東北ブロック秋田県大会と共同開催となります。

懇親会も計画しておりますので、情報交換、親睦を深める良い機会だと思います。沢山の参加をお

待ちしております。また他部との連携につきましては、青年部との研修会の開催に向けて動いてお

ります。その他にもその時に求められる内容の調査があれば実施して行きたいと思います。 

会員施設の皆さまにひとつでも多くの情報提供ができるように部員一同努めてまいりますので今

後ともよろしくお願いいたします。 

にかほ市 ひまわり保育園 

（運営研究部長 吉川 誠治） 

                                                                    

広 報 部 

【今年度計画】 

☆広報誌『保育あきた』の発行 

☆年 2 回の『瓦版』の発行 

☆必要に応じ、組織内や関係機関との連携を図り情報を提供する 

 

【実施した部会】 

〇合同部会  日時：5 月 16 日（金)  13：30～          

       場所：秋田キャッスルホテル 

       内容：合同部会 

         ・部長・副部長の選出について 

         ・令和 7 年度事業計画について 



〇第 1 回   日時：6 月 26 日（木）  13：30～15：00          

       場所：ＷＥＢ開催 

       内容：今年度の事業（年間計画）について 

『保育あきた』瓦版の内容について 

          役割分担ついて 

          その他 

 

〇第 2 回   日時：7 月 29 日（火）  13：30～16：30          

       場所：保育協議会 会議室 

       内容：瓦版の修正作業  

          今後の日程について 

 

〇全私保連 署名活動作業（民間広報部員） 

日時：8 月 18 日（月） 

       場所：保育協議会 会議室 

       内容：署名活動の発送作業 

 

【今後の部会予定】 

〇第 3 回   日時：10 月上旬予定 

       場所：ＷＥＢ開催 

       内容：瓦版（12 月）発行前の確認 

 

【部からのメッセージ】 

日頃より広報活動へのご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

今年度より新しいメンバーも加わりました。 

今後も会員園の皆様にとって有意義な情報発信となるよう部員一同頑張ってまいります。 

 

由利本荘市 子吉保育園 

（広報部長 川嶋 博英） 

                                              

青 年 部 

 

【今年度計画】 

☆青年部研修会の企画および運営 

 ☆他部との連携の推進 

 ☆青年部および県組織の魅力および情報の発信 



 ☆人材発掘および部員確保のための継続的な取り組み 

 ☆全国組織（全保協、日保協、全私保連）の活動への参加 

 

【実施した部会】 

合同部会 日時：5 月 16 日（金）13：30～15：00 

     場所：秋田キャッスルホテル 

     内容：正副部長選出、今年度の事業について 等 

 

第 1 回  日時：5 月 30 日（金）13：30～17：00 

場所：保育協議会会議室 

内容：常任委員会報告、令和 7 年度の事業について 

「研修内容に関するニーズ調査」の集約について 等 

 

第 2 回  日時：8 月 8 日（金）13：30～17：00 

     場所：保育協議会会議室・WEB 併用 

     内容：青年部研修会について  

        日保協青年部全国大会・全私保連青年会議について 等 

 

【今後の部会予定】 

第 3 回  日時：9 月中旬予定 

     場所：ＷＥＢ開催 

     内容：今後の活動について 

 

 

【部からのメッセージ】 

昨年度より各所で PR してまいりました「第 46 回全国青年保育者会議宮城大会」（日本保育協会青年

部主催）を目前にしており、秋田県支部でも役割担当について準備が佳境となっております。大会に申込

いただいた皆さまありがとうございました。 

昨年度中に実施しました他部との連携の取り組み（運営研究部との合同部会）については今年度も継続

して行い、その歩みを確実に進めてまいります。 

青年部としての活動内容や魅力の発信ならびに人材発掘に関して、部内で協議を進めております。ま

た、業務効率化に資する研修会の企画も進めている最中です。目に見える形で会員の皆さまへ発信・還元

してまいりますので、今後も青年部の活動にご理解とご協力をお願いいたします。     

 

横手市 旭保育園 

（青年部長 伊藤 昌人） 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 集 後 記 

暑い日が続いた今年の夏でした。ただ、個人の感覚

ですが昨年よりも猛暑日が多かった夏だったように

感じます。あまりの暑さに戸外遊びを控える日もあり

ました。 

加えて熊への警戒が昨年より一層されるようにな

りました。熊の出没は決まった地域の事と捉えていま

したが今は秋田県内全域に熊出没警報が出されてい

る状態です。 

こちらに関しては警戒態勢をいくら強化しても難

しく対策のしようがないのが現状です。 

そんな中でも子ども達は元気に過ごしておりそれ

を支える職員達も自ら日々の保育を楽しみながら、よ

り良い保育の提供を目指してくれている姿を見ると

救われる気持ちになります。まだまだ暑い日が続きま

す。くれぐれも体調に気をつけて元気にがんばりまし

ょう。 

 発行にあたり、お忙しい中寄稿いただきました皆様

には本当に感謝申し上げます。ありがとうございまし

た。                   （H.S） 



担当副会長   岸 大 助   （湯沢市 湯沢こども園） 

 

 

部 長    川 嶋 博 英   （由利本荘市 子吉保育園） 

 

 

副部長    佐 川 ひ と み （秋田市 幼保連携型認定こども園 ふじ） 

 

 〃     大 門 ヒ サ 子 （秋田市 こどものくに保育園） 

 

部 員    南 部 芳 道   （横手市 金沢保育園） 

 

 〃     鈴 木 直 子   （仙北市 にこにここども園） 

 

〃     菊 池 美 和 子 （藤里町 藤里保育園） 

 

    〃     大 澤 陽 子   （美郷町 仙南すこやか園） 

 

    〃     髙 橋 ひ ろ み （羽後町 にしもないこども園）

 

 

 



 


